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防コミの歩き方たずね歩き消防団

３月１１日～１３日の日程で関西方面へ修
学旅行に行きました。
修学旅行の目的の大きな柱は「震災学
習」で、事前学習として糸魚川市でおこなっ
ている防災について学んでいきました。
兵庫中学校では、生徒会役員9人が迎え

てくれました。青海中学校からは２班10人
が訪問しました。それぞれの自己紹介をお
こなった後、生徒会活動の紹介をおこない、
それぞれの中学校で力を入れていること、
防災に対する取り組みを紹介したりしました。
兵庫中学校では、地域と連携して避難訓

練をおこなっているということをお聞きし、
今後、青海地域でも考えていきたいことだ
なぁと感じました。実際の場面では、中学生
は自分のことだけではなく、近くにいる小学
生や幼稚園児、または高齢者を気遣いなが
ら避難をするという立場になるからです。一
人ひとりが社会の一員としての意識がもてる
ような手だてが必要だと改めて感じました。
校長先生から、阪神・淡路大震災の当時

の様子やその後
の復興の様子な
どをお聞きするこ
とができました。
左の写真は当時、
兵庫中学校が避
難場所になってい
たところを写して
いるものです。
また、兵 庫 消

防署の方から、被災した当時の心境などを
教えていただきました。　
火災の際に留意したことなどを教えてい

ただき、つらい状況の中でも、任務を全う

するためにやり遂げた消防署の方々の思い
をお聞きすることができました。
また、地域のコミュニティの方からもお
話をお聞きすることができました。震災当
時の思いから復興の様子など、とても多く
のことを教えていただくことができました。
他にも、東日本大震災が起こってからの
兵庫中学校生徒会の取り組みを拝見するこ
とができました。実際に、全校生徒へ報告
した映像を見せていただきました。
貴重な経験をさせていただきました。本
当にありがとうございました。
（新潟県糸魚川市立青海中学校　古山教諭）

兵庫中学校との交流を通して
（新潟県の中学校の先生から、お手紙が届きました）岩岡町は面積11㎢、現在の人口約

14,300人、神戸市の最西端に位置し、南
に明石市、西に稲美町が隣接しています。
以前は「ここが神戸市ですか？」と言われる
こともよくありました。印南野台地の一部
にあたり、１６００年代に開拓されました。水
に不自由し、１９００年代には大規模な疎水
事業及びため池の整備がおこなわれ、水稲
や一般的な農作物も栽培できるようになり、
現在はキャベツ、無花果、トマトなど多く
栽培されています。先人たちの功績に感謝
し、３月10日を「岩岡開発記念日」として毎
年、記念式典がおこなわれています。10
月の岩岡神社祭りも盛大で、８基（一部の
神出町含む）の布団太鼓が集まり、消防団
員も担ぎ手や獅子舞などで活躍しています。
昔からの伝統的な雰囲気や、のどかな

田園風景（市街化調整区域）を残しつつも、
岩岡町の南部においては、工場や大型商
業施設も建設され、開発も進んでいます。

岩岡支団は毎年、岩岡幼稚園の「防災避
難訓練」に参加しています。園児たちは放水
体験や積載車搭乗体験などで防災に興味を
持ちながら学んでいます。また、岩岡小学
校の消火訓練にも参加。児童たちは防災意
識を持ち、消防団の大切さを学んでいます。
19年前の阪神・淡路大震災の際には、

岩岡町は比較的被害も少なく、市街地への
消火応援、救援物資の運搬等をおこないま
した。その経験を生かし、将来起こりうる
南海トラフ巨大地震発生の危険に対応する
ため、西消防団でも支団相互の応援、ま
た市街地への応援体制の確立に向けて基
本計画、活動マニュアルが策定されました。
津波の被害を受けにくい岩岡町には応援

活動が期待されています。先人の開拓精
神を受け継ぎ、団結して防災活動に取り組
み、町内、さらに市街地へ向けての応援
体制も整えていきたいと考えています。

（岩岡支団　分団長　安福元章）

開拓精神を受け継ぎ団結して活動
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